
小学校では「早すぎる」か？小学校では「早すぎる」か？

従来 根強 た 解従来、根強かった誤解

小学校段階のキャリア教育を、児童に「将来なり小学校段階のキャリア教育を、児童に 将来なり
たいもの」の特定を迫り、それに向かって着々と
準備させる営みとして理解する準備さ る営み 解する

ふわふわした 現実離れした「夢」を無責任に後ふわふわした、現実離れした「夢」を無責任に後
押しすることになりかねない

無論 「夢 を持 こと自体は極めて重要無論、「夢」を持つこと自体は極めて重要

「夢」を大切にしながら、現実吟味の視点を持た
せることが課題。

12

今後の学校におけるキャリア教育の在り方について　各論　小学校編

page 6



夢を基盤とする指導とは夢を基盤とする指導とは

「なりた と「なれるわけな 間 あるも「なりたい」と「なれるわけない」の間にあるも
のが見えない子どもたち

プロ野球選手になり
たい

パティシエになりたい
たい
 野球が好き

 スポ ツが好き

 お菓子づくりがすき

美しいものが好き スポーツが好き

 プロスポーツ選手に
なりたい

 美しいものが好き

 人を感動させたい

 ものを作り上げることなりたい

 プロ野球が好き

 ……

 ものを作り上げること
に興味がある

 ……

14
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夢を基盤とする指導とは夢を基盤とする指導とは

《例》「プ 球が き を考 る《例》「プロ野球が好き」のケースを考える

プロ野球を支える仕事

• ユニフォームのデザイン 視野を広げる• ユニフォ ムのデザイン

• ユニフォーム専用生地の開発

• 球団運営組織に携わる仕事

仕事のネットワークの発見

• 球団運営組織に携わる仕事

• スタジアムの設計・建設

• 芝の管理

将来自分も参加する
社会の複雑さ・おもしろさ

を知る• 芝の管理

• イベントの企画

を知る

「あこがれ」の多角化
• ……

15

レディネス形成を伴わない教育はないレディネス形成を伴わない教育はない

子どもたちの中に「受け皿 を形成する子どもたちの中に「受け皿」（レディネス）を形成する
“この子たちにはまだ早い”を再吟味する

【例】ある教科・科目の学習を渇望していない状況
• 教員は、児童・生徒が学びの醍醐味にふれ、学習過程における
知的興奮と理解する達成感を味わえるよう 心を砕いて日々の指知的興奮と理解する達成感を味わえるよう、心を砕いて日々の指
導に当たる。

• 学習の進展が、気づかずにいた学習の意義の発見へとつながり、
さらなる学習へと発展を遂げるよう 細部にわたる配慮をしつつ

教員として
当然の責務

さらなる学習へと発展を遂げるよう、細部にわたる配慮をしつつ
教壇に立つ。

キャリア教育にも、同様の配慮・働きかけが求
められる＝学校教育共通の課題められる＝学校教育共通の課題

16
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今後の重要課題：今後の重要課題：
PDCAに基づくキャリア教育の実践

求められるPDCA求められるPDCA

教育振興基本計画（平成20年7月）
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PDCAとPDSPDCAとPDS

PLAN
P

ACTION
A

PLAN
PPA P

PDCA PDS

CHECK

C
DO

D
SEE

S
DO

D

中教審が求める「P（計画）」の重要性中教審が求める P（計画）」の重要性
〈平成23年1月31日 中央教育審議会答申より （Part 1からの再掲資料）〉

各学校におけるキ リア教育に関する方針の明確化1. 各学校におけるキャリア教育に関する方針の明確化
• 初等中等教育段階では、キャリア教育の全体計画やそれを具体化

した年間指導計画を作成している学校が少ないという指摘があり、年間指導計画を作成 る学校 少な う指摘 あり、
子どもの発達段階に応じた課題や、それぞれの地域や学校の実
態等を踏まえ、キャリア教育の指導計画を作成することが必要であ
る。

2. 各学校の教育課程への位置付け
ここで留意すべきは キ リア教育はそれぞれの学校段階で行• ここで留意すべきは、キャリア教育はそれぞれの学校段階で行っ
ている教科・科目等の教育活動全体を通じて取り組むものであり、
単に特定の活動のみを実施すればよいということや、新たな活動
を単に追加すればよいということではないということである （中略）を単に追加すればよいということではないということである。（中略）
また、各教科等における取組は、単独の活動だけでは効果的な教
育活動にはならず、取組の一つ一つについて、その内容を振り返
り、相互の関係を把握したり、それを切に結びつけたりしながら、よ
り深い理解へと導くような取組も併せて必要である。さらに、各教科
等における取組だけでは不足する内容を把握し、その内容を付け
加えていく取組も必要である。
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中教審が求める「C（評価」 「A（改善）」の重要性中教審が求める C（評価」 A（改善）」の重要性
〈平成23年1月31日 中央教育審議会答申より （Part 1からの再掲資料）〉

4. キャリア教育における学習状況の振り返りと、
教育活動の評価・改善の実施

• キャリア教育の実践が、各機関の理念や目的、教育目機
標を達成し、より効果的な活動となるためには、各学校
における到達目標とそれを具体化した教育プログラム
の評価の項目を定め その項目に基づいた評価を適の評価の項目を定め、その項目に基づいた評価を適
切に行い、具体的な教育活動の改善につなげていくこ
とが重要であるとが重要である。
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「雲をつかむような表現」では
ゴールの共通理解はできない

生徒の「今」
に付随する
何らかの

ルの共通理解はできない
例：「生き生きと光り輝く子ども」

「○○ができるようになる」「○○と何らかの
欠け・不足 実感できるようになる」「○○に関す

る自信や確信が得られるようにな
る」等々の具体化

全体計画・
年間指導計画

今後の学校におけるキャリア教育の在り方について　各論　小学校編

page 12



ゴール設定をどうするかゴール設定をどうするか

ゼロからの議論は、往々にして不毛に終わる

議論のきっかけとなり 議論の拡散をふせぐ「既議論のきっかけとなり、議論の拡散をふせぐ「既
存の枠」を活用しよう

• これまで＝4領域8能力これまで 4領域8能力

• これから＝基礎的・汎用的能力

その際、これまで多くの学校がはまってしまった
「落とし穴」に注意を払おう「落とし穴」に注意を払おう

• 4領域8能力は「例」＝金科玉条ではない

基礎的 汎用的能力 例ではない しかし 身に け• 基礎的・汎用的能力＝例ではない。しかし、身につけ
させる具体的な力は、学校で考えるべきもの

ゴール設定をどうするかゴール設定をどうするか

文学的な美辞麗句でもOK

全体計画の目標欄のスペースは限られている全体計画の目標欄のス スは限られている

しかし、美辞麗句単独では、「あってもなくても
同じ」結果を生みかねない同じ」結果を生みかねない

例：生き生きと光り輝く子どもの育成

• どのような具体的な力が身についたことを想定して、

「生き生きと光り輝く」状態になったと言っているのか。
ま を全教員 共有しな と意味を持たなここまでを全教員で共有しないと意味を持たない。

身につけさせるべき力の具体化は、後々の評価
の際にも大いに役立つ。
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育てたい力が身に付いたかどうか

＝アウトカム評価＝アウトカム評価

やるべきことをやったかどうか

＝アウトプット評価
全体計画・

年間指導計画 ウ ッ 評価年間指導計画

ありがとうございました
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